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以

前

に

述

べ

た

通

り

、

日

達

法

主

は

亡

く

な

る

直

前

に

二

人

の

僧

侶

を

呼

び

、

相

承

を

さ

れ

よ

う

と

し

て

い

た

が

、

そ

こ

に

日

顕

は

呼

ば

れ

な

か

っ

た

。 

そ

し

て

、

昭

和

五

十

四

年

七

月

二

十

二

日

午

前

五

時

、

富

士

宮

市

の

病

院

で

日

達

法

主

が

逝

去

し

た

。

そ

の

後

、

本

山

に

て

身

内

、

関

係

者

に

よ

る

読

経

が

行

な

わ

れ

、

そ

の

直

後

、

遺

族

に

、

日

顕

が

話

し

か

け

て

き

た

。

 

「

あ

と

の

こ

と

、

君

た

ち

聞

い

て

る

か

？

」

と

。 

後

に

日

顕

が

主

張

す

る

よ

う

に

一

年

前

に

相

承

を

受

け

て

い

る

と

い

う

な

ら

、

な

ぜ

そ

の

よ

う

な

こ

と

を

遺

族

に

尋

ね

る

必

要

が

あ

る

の

か

。 

そ

し

て

午

前

十

一

時

、

緊

急

重

役

会

議

が

開

か

れ

、

日

顕

は

突

然

、

言

い

出

し

た

。 

「

実

は

昨

年

四

月

十

五

日

、

総

本

山

大

奥

に

お

い

て

猊

下

と

自

分

と

二

人

き

り

の

場

に

お

い

て

、

猊

下

よ

り

自

分

に

対

し

、

内

々

に

御

相

承

の

儀

に

関

す

る

お

言

葉

が

あ

り

、

・

・

・

」 

 

こ

れ

が

、

日

顕

の

「

相

承

疑

惑

」

の

始

ま

り

で

あ

る

。

問

題

問

題

問

題

問

題

はははは

「「「「

自

己

申

告

自

己

申

告

自

己

申

告

自

己

申

告

」」」」

で

あ

る

か

ら

で

あ

る

か

ら

で

あ

る

か

ら

で

あ

る

か

ら

、、、、

証

人

証

人

証

人

証

人

が

い

な

い

と

い

う

こ

と

だ

が

い

な

い

と

い

う

こ

と

だ

が

い

な

い

と

い

う

こ

と

だ

が

い

な

い

と

い

う

こ

と

だ

。。。。
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昭

和

六

十

一

年

十

月

四

日

の

「

河

辺

メ

モ

」

に

、

日

顕

が

相

承

を

受

け

た

と

言

い

出

し

た

日

付

に

対

し

て

、

光

久

が 

「

四

月

十

五

日

に

し

て

い

い

の

で

す

か

。

あ

の

日

は

達

師

が

忙

し

い

日

だ

が

」 

と

述

べ

た

こ

と

が

記

載

さ

れ

て

い

る

。

そ

の

日

は

、

日

達

法

主

の

誕

生

日

で

、

多

忙

で

あ

っ

た

た

め

、

相

承

を

内

付

す

る

と

い

う

重

大

事

が

行

な

わ

れ

る

余

裕

な

ど

な

か

っ

た

と

い

う

意

味

だ

。
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さ

ら

に

、

日

顕

自

身

が

本

山

の

複

数

の

僧

侶

の

前

で 

「

早

瀬

日

慈

さ

ん

あ

た

り

が

受

け

て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

も

思

っ

た

が

、

待

っ

て

い

て

も

何

も

言

い

出

さ

な

い

の

で

、

自

分

か

ら

名

乗

っ

て

登

座

し

た

」 

と

話

し

て

い

る

。 

 

た

し

か

に

、

緊

急

重

役

会

議

で

早

瀬

日

慈

は

何

も

言

わ

ず

に

、

日

顕

が

法

主

に

就

任

し

た

。 

後

年

、

早

瀬

日

慈

は

、 

「

自

分

が

我

慢

し

た

か

ら

、

阿

部

さ

ん

が

法

主

に

な

っ

た

」 

と

話

し

て

い

る

。 

こ

の

よ

う

な

証

言

か

ら

も

分

か

る

よ

う

に

、

日

顕

は

正

式

な

手

続

き

を

経

ず

に

自

作

自

演

で

法

主

に

な

っ

た

。

だ

か

ら

、

相

承

の

な

い

〃

ニ

セ

法

主

〃

だ

。

法

主

の

座

を

盗

ん

だ

ニ

セ

法

主

の

あ

と

を

継

い

だ

の

が

日

如

だ

。

日

顕

を

除

歴

し

な

い

限

り

、

永

遠

に

ニ

セ

法

主

の

血

脈

が

流

れ

る

の

で

あ

る

。 
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に

も

に

も
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及及及及
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な

い

な

い

な
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顕

日

顕

日

顕
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日

如
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如
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のののの

行行行行
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日

寛

上

人

は

、

大

石

寺

門

流

の

中

で

も

「

中

興

の

祖

」

と

し

て

あ

ま

り

に

も

有

名

で

あ

る

。

即

ち

、

大

聖

人

滅

後

四

百

年

の

間

に

発

生

し

た

邪

義

を

こ

と

ご

と

く

打

ち

破

り

、

当

門

流

に

伝

わ

る

大

聖

人

の

仏

法

の

正

し

さ

を

内

外

に

宣

揚

さ

れ

、

大

聖

人

の

原

点

に

還

っ

た

正

し

い

教

学

を

確

立

さ

れ

た

。 

 

ま

た

、

父

母

の

恩

に

報

ず

る

た

め

に

七

年

間

で

二

千

万

遍

の

唱

題

を

さ

れ

、

大

石

寺

内

に

「

常

唱

堂

」

を

建

立

さ

れ

て

い

る

。 

 

そ

れ

に

ひ

き

か

え

、

日

顕

は

本

山

の

所

化

小

僧

に

対

し

て 

「

題

目

は

三

十

分

ぐ

ら

い

は

よ

い

が

、

そ

れ

以

上

は

多

過

ぎ

る

と

弊

害

が

あ

る

」 

な

ど

と

、

と

ん

で

も

な

い

指

導

を

し

て

い

た

。 

日

如

は

新

宿

・

大

願

寺

の

住

職

だ

っ

た

時

に

、

在

勤

者

に

殴

る

蹴

る

の

暴

力

を

日

常

的

に

行

っ

て

い

た

。

こ

ん

な

似

非

坊

主

の

書

写

し

た

本

尊

と

、

中

興

の

祖

で

あ

る

日

寛

上

人

御

書

写

の

本

尊

、

ど

ち

ら

が

正

統

で

あ

る

か

、

自

明

の

理

で

あ

ろ

う

。 

（

続

く

）
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